
 

Data DevOpsへの戦略的転換：収益性最大
化に向けたGCPとTiDBの経路比較分析 
 

 

I. エグゼクティブサマリー：変革の必要性 
 

市場は、もはや単純なデータ移行作業に価値を見出さず、ビジネス変革を駆動するリアルタイムの

洞察を求めています。当社の現在のETL（Extract, Transform, Load）中心の事業は、価格競争が激
化し、利益率が低く、貴重なエンジニアリングリソースを消耗させるコモディティ化されたビジネスモデ

ルです 1。この現状を放置すれば、「価格競争とリソース消耗という負のスパイラル」に陥ることは避
けられません 1。 

今こそ、当社が直面する戦略的岐路を認識し、重大な決断を下す時です。現状維持は緩やかな衰

退を意味します。代替案は、高付加価値な「Data DevOps」モデルへと事業の舵を切り、単なるITベ
ンダーから顧客にとって不可欠な「変革パートナー」へと自らを再定義することです。この新しいモデ

ルは、プロジェクトベースの短期的な関係から脱却し、継続的な価値提供を通じて長期的かつ安定

的な収益構造を築くことを目的とします。 

この変革を実現するため、本報告書では2つの主要な技術的経路を徹底的に分析します。 

1.​ GCPネイティブ・サーバーレス経路: Google Cloudの垂直統合されたエコシステムを活用し、開
発速度と革新性を最優先するアプローチ。 

2.​ TiDB統合HTAP経路: 柔軟性と水平スケーラビリティを核とし、既存システムの近代化とベン
ダーロックインの回避を目指すアプローチ。 

本報告書の最終的な結論として、単純な二者択一は最適解ではないと提言します。当社の市場機

会と収益性を最大化するためには、デュアル・パスウェイ（両経路）戦略の採用が不可欠です。これ

は、厳格な顧客評価フレームワークに基づき、クライアントの固有の状況に応じてGCPまたはTiDB
のいずれかを戦略的に提案できる体制を構築することを意味します。この洗練されたアプローチによ

り、当社は対応可能な市場を最大化し、競争優位性を強化し、最終的に最高の長期収益性を達成

することが可能となります。 

 

II. データ配管工から変革パートナーへ：Data DevOpsの価値



提案の定義 
 

当社の事業モデル転換の核心は、ターゲット顧客と提供価値の再定義にあります。我々はもはや、

「データをどう移動させるか？」と問う顧客ではなく、「データでビジネスをどう変革するか？」と問う顧

客に焦点を合わせなければなりません 1。この新しい理想的な顧客プロファイルは、データ駆動型の
意思決定に対する明確な経営層のコミットメントを持つ組織です。 

この変革を実現するため、以下の3フェーズから成るエンゲージメントモデルを当社の標準的な方法
論として確立します。 

1.​ フェーズ1: 診断と再設計（コンサルティング主導のPoC）:​
我々はもはやコーダーとしてではなく、コンサルタントとして顧客と関わります。最初のステップ

は、顧客の既存データサンプルを用いて初期分析（例：BigQueryを活用）を行い、中核的なビジ
ネス課題を特定することです 1。この客観的データに基づき、顧客と共同でデータ中心の新しい
アプリケーションや業務フローを再設計します。このフェーズの目的は、小規模な投資で大きな

変革の可能性を示し、より大規模な変革プロジェクトへの経営層の合意を取り付けることです。 
2.​ フェーズ2: 高速開発と実装:​

再設計されたシステムを、GCPサーバーレスやTiDBといったモダンなアーキテクチャを活用して
迅速に構築・展開します。ここは、当社の高度な技術力を示し、プロジェクト収益の大部分を獲

得するフェーズです。従来の数ヶ月から数年を要した開発サイクルを劇的に短縮し、顧客のビ

ジネス価値実現までの時間を最小化します。 
3.​ フェーズ3: 継続的な分析と最適化（継続収益）:​

システムの稼働後、我々の役割は終わりません。むしろ、ここからが長期的なパートナーシップ

の始まりです。生成されるデータを継続的に分析し、ビジネス改善のための提案を定期的に行

います 1。これにより、一度きりのプロジェクト（フロービジネス）から、安定的で予測可能な高利
益率の継続収益（ストックビジネス）へと事業構造を転換させます。 

このビジネスモデルへの転換は、顧客に価値を提供するだけでなく、当社自身にこそ多大な経営的

メリットをもたらします。従来の低利益率なデータ移行作業から脱却し、コンサルティングや高付加価

値なシステム開発に注力することで、プロジェクト単価と利益率が大幅に向上します 1。さらに、エン
ジニアを単純作業から解放し、より創造的で専門性の高い業務にアサインすることで、技術力の向

上と従業員満足度、ひいては人材定着率の改善に繋がります。このモデルは、単なる技術的な転換

ではなく、当社の収益構造、人材育成、そして市場におけるブランドポジショニングを根本から変革

する経営戦略そのものです。 

 

III. 経路1：GCPネイティブ・サーバーレスアーキテクチャ 
 

GCPネイティブ・サーバーレス経路は、Google Cloudの強力なエコシステム内での垂直統合と開発



速度を最大化することに焦点を当てたアプローチです。 

 

アーキテクチャ設計：『リアルタイム』データフロー 
 

このアーキテクチャの構成要素は、1で提案されている通り、明確な役割分担を持っています。 

●​ フロントエンド/アプリケーション層: Cloud RunまたはFirebase Hosting上で動作するWeb/モバ
イルアプリケーション。アクセスの増減に応じて自動的にスケールします。 

●​ トランザクションデータ層: Firestore。スケーラブルなNoSQLデータベースとして機能し、アプリ
ケーションの主要なデータストアとなります。 

●​ ETLレス・データ連携: 「Stream Firestore to BigQuery」拡張機能。これが本アーキテクチャの
技術的な核であり、Firestoreへのデータ書き込みをトリガーとして、ほぼリアルタイムで
BigQueryにデータが自動転送されます。これにより、従来は必須であったETLパイプラインの開
発・運用が不要になります 1。 

●​ 分析データウェアハウス: BigQuery。全てのビジネスデータを集約し、大規模な分析クエリを高
速に処理する中心的な基盤です。 

●​ 可視化・BI層: LookerやTableau。BigQueryに蓄積されたデータを可視化し、経営層やビジネス
ユーザーの意思決定を支援します。 

この設計の最大のセールスポイントは、「『データの発生』から『洞察獲得』までの時間を極限まで短

縮する」という点にあります 1。 

 

中核的な強みと戦略的優位性 
 

●​ 開発速度: FirebaseやCloud Runといったサーバーレス技術は、開発者がインフラ管理から解
放され、アプリケーションのビジネスロジック開発に集中できる環境を提供します。これにより、

市場投入までの時間を劇的に短縮することが可能です。 
●​ シームレスな垂直統合: GCPの各コンポーネントは、互いにスムーズに連携するように設計され

ています。これにより、システムインテグレーションに伴う技術的な摩擦や複雑性が低減され、

開発プロセス全体が効率化されます。 
●​ 強力なマーケティング・ナラティブ: 「ETLは死んだ」というメッセージは、多くのIT部門が抱える

データパイプラインの複雑性、コスト、遅延といった共通の課題に直接的に訴えかける、非常に

強力な訴求ポイントとなります 1。 

 

特定されたリスクと重大な制約 



 

しかし、このアーキテクチャのシンプルさには、慎重に評価すべきトレードオフが存在します。 

●​ ストリーミングの『ベストエフォート』という現実: Googleの公式ドキュメントを分析すると、
FirestoreからBigQueryへのストリーミングエクスポートは「ベストエフォートサービス」であり、
データの完全性に関するSLA（サービス品質保証）がなく、データギャップが発生する可能性が
あることが明記されています 2。さらに重大な点として、​
新規ユーザーのトラフィックソース（流入元媒体やキャンペーンなど）に関するデータは、リアル

タイムではエクスポートから除外されるという制約があります 2。これは、リアルタイムでのマー
ケティングキャンペーン効果測定や、ユーザー獲得分析を重視する顧客にとっては、致命的な

欠点となり得ます。 
●​ コストの不確実性: このストリーミングサービスは無償ではなく、データ1GBあたり$0.05の費用

が発生します 2。一見すると少額ですが、高トラフィックなアプリケーションでは、このコストは予
測不能な運用費として積み重なり、顧客のTCO（総所有コスト）を圧迫する可能性があります。 

●​ ベンダーロックイン: このアーキテクチャは、完全にGoogle Cloudのサービスに依存していま
す。将来的にFirestoreやBigQueryから他のプラットフォームへ移行する場合、アプリケーション
全体の再設計が必要となり、これは顧客にとって長期的な戦略的柔軟性を著しく損なうリスクと

なります。 

 

理想的な顧客プロファイル 
 

これらの特性を考慮すると、GCP経路が最も価値を発揮する顧客は以下のように定義できます。 

●​ グリーンフィールド・プロジェクト: 移行すべき既存システムを持たない、新規アプリケーション開
発やスタートアップ企業。 

●​ GCP中心の組織: 既にGoogle Cloudを標準プラットフォームとして採用しており、そのエコシス
テムへの投資を最大化したいと考えている企業。日本の大手企業では、アサヒグループ 4 や京
セラ 5 などがGCPを積極的に活用しています。 

●​ 市場投入速度を最優先するビジネス: 新しいデータ駆動型サービスを迅速に立ち上げることが
競争上の最重要課題であるビジネス（例：新しいモバイルアプリ、アジャイルな小売プロモーショ

ンなど）。 

この経路の提案にあたっては、単に「リアルタイム」という言葉の魅力だけでなく、その裏にある技術

的な制約を顧客と共有し、ビジネス要件と照らし合わせて適合性を慎重に判断する誠実なアプロー

チが不可欠です。 

 

IV. 経路2：TiDB統合HTAPアーキテクチャ 



 

TiDB統合HTAP（Hybrid Transactional/Analytical Processing）経路は、トランザクション処理（OLTP
）と分析処理（OLAP）という、従来は分離されてきた2つのワークロードを単一のデータベースシステ
ムで実現することを目指す、根本的に異なるアプローチです。 

 

アーキテクチャ設計：トランザクションと分析の統合 
 

HTAPの核心的な価値提案は、別々のOLTPデータベースとOLAPデータウェアハウスを維持し、その
間をETLで繋ぐという従来の複雑なアーキテクチャを不要にすることにあります 6。TiDBは、以下の巧
みなコンポーネント設計によってこれを実現します。 

●​ TiDB Server: MySQLプロトコルと互換性を持つ、ステートレスなSQL処理レイヤー。アプリケー
ションからの接続を受け付け、SQLクエリを解析・最適化し、分散実行計画を生成します 8。 

●​ TiKV: 分散型の行（Row）ベースストレージエンジン。OLTPワークロードに最適化されており、
Raftコンセンサスアルゴリズムを用いてデータの強整合性と高可用性を保証します 8。これがト
ランザクション処理の心臓部です。 

●​ TiFlash: カラムナ（列）ベースのストレージエンジン。TiKVからRaftプロトコルを通じて非同期的
に、しかし強整合性を保ちながらリアルタイムでデータを複製します。OLAP（分析）クエリに最適
化されており、TiKV上のトランザクション処理に影響を与えることなく、高速な分析を実行できま
す 6。 

このアーキテクチャにより、アプリケーションはTiKVに対してトランザクションを高速に処理し、同時に
ビジネスアナリストはTiFlashに対して最新のトランザクションデータを含む複雑な分析クエリを実行で
きます。これにより、データベースの競合という古くからの課題を解決します 10。 

 

中核的な強みと戦略的優位性 
 

●​ MySQL互換性と安全な移行: これは、市場の非常に大きなセグメントに対する最強の訴求点で
す。既存のMySQLデータベースのスケーリングに苦しんでいる企業にとって、TiDBはアプリ
ケーションコードの大幅な変更を必要とせず、移行のリスクとコストを劇的に削減するソリュー

ションとなります 12。 
●​ トランザクションデータに対する真のリアルタイム分析: GCP経路がデータギャップの可能性を

内包するのに対し、TiDBはスナップショットアイソレーションという一貫性レベルを提供し、分析
クエリが常に最新かつ一貫性のあるトランザクションデータを参照できることを保証します 10。こ

れは注意書きの不要な、「真の」リアルタイム分析です。 
●​ 水平スケーラビリティとマルチクラウドの柔軟性: TiDBはコンピューティングとストレージを分離し



たアーキテクチャを採用しており、それぞれを独立してオンデマンドにスケールアウト（ノード追

加による性能向上）させることが可能です 12。さらに、AWS、GCP、Azureといった主要なクラウド
プロバイダー上やオンプレミス環境にも展開できるため、顧客は特定のクラウドベンダーへの

ロックインを回避できます 14。 

 

特定されたリスクと重大な制約 
 

●​ 運用上の複雑性の認識: TiDB Cloudはフルマネージドサービス（DBaaS）として提供されます
が、その基盤となる分散システムのアーキテクチャは、Firestoreのような完全サーバーレスの
スタックよりも本質的に複雑です。顧客からは、たとえマネージドであっても、運用上の負担が

大きいのではないかという懸念を持たれる可能性があります。 
●​ エコシステムの成熟度: TiDBを取り巻くツール、サードパーティ製品との連携、そして専門知識

を持つ技術者の数は、GCPの広大なデータスタックと比較すると、まだ発展途上です。これは、
プロジェクト推進における人材確保の課題に繋がる可能性があります。 

●​ コスト認識: 小規模なワークロードの場合、専用のTiDBクラスタの初期費用は、GCPサーバーレ
スの「使った分だけ」モデルと比較して高く見える可能性があります。大規模環境でのTCOは
TiDBが有利になる場合でも、初期導入の心理的な障壁となり得ます 14。 

 

理想的な顧客プロファイル 
 

これらの特性から、TiDB経路が最適な価値を提供する顧客は以下のように定義されます。 

●​ MySQLの近代化を目指す企業: 大規模でビジネスクリティカルなMySQLデータベースを運用し
ており、パフォーマンス、スケーラビリティ、または運用上の課題に直面している企業 12。 

●​ リアルタイムの業務分析を必要とするユースケース: ライブのトランザクションデータに対して即
座に複雑な分析を行う必要がある業務（例：リアルタイム不正検知、動的な在庫管理、オンライ

ンゲームのライブランキングなど）。 
●​ マルチクラウド/ハイブリッド戦略を持つ企業: 特定のベンダーへの依存を避けることを経営戦略

として掲げている、あるいはデータ主権の要件からハイブリッドクラウド展開が必要な大企業。 

 

V. 直接戦略分析：意思決定のためのフレームワーク 
 

このセクションでは、社内の意思決定を支援するため、一連の比較表を用いて、両経路を主要なビ



ジネスおよび技術的側面から客観的かつデータ駆動で評価します。 

 

技術・アーキテクチャ比較 
 

この比較は、当社の技術チームおよび営業チームが、両アーキテクチャの根本的な違いを明確に理

解するための「チートシート」として機能します。抽象的な概念を具体的な属性に落とし込むことで、よ

り客観的な評価が可能になります。 

 

特徴 GCP経路 TiDB経路 

データモデル NoSQL (ドキュメントモデル) 分散SQL (リレーショナルモ
デル) 

スケーラビリティ サーバーレス自動スケーリン

グ 
ノードベースの水平スケーリ

ング 

一貫性モデル 結果整合性 (Eventual 
Consistency) 

スナップショットアイソレーショ

ン (Snapshot Isolation) 

リアルタイムデータ鮮度 ベストエフォートのストリーム

（遅延・欠損の可能性、一部

データ除外）2 

Raftベースの同期複製（強整
合性）10 

クエリ言語 限定的なNoSQLクエリ 完全なANSI SQLサポート 

展開の柔軟性 GCPのみ マルチクラウド / ハイブリッド
対応 14 

 

顧客価値と経済的影響（TCO/ROIモデル） 
 

顧客、特に経営層は、最終的に経済的なインパクトに基づいて意思決定を行います。このTCO/ROI
モデルは、単なるインフラコストを超え、ビジネス価値を定量化することで、我々の提案の説得力を

高めるための営業ツールです。 



 

コスト/便益ドライバー GCP経路 TiDB経路 

初期コスト 開発工数: グリーンフィールド
（新規）開発では低い 

移行工数: ブラウンフィールド
（既存）移行では低い 12 

運用コスト (TCO) インフラ価格: 小規模では従
量課金が有利。ストリーミン

グ費用（$0.05/GB）が追加発
生 2 

インフラ価格: 大規模・高負
荷時にコスト効率が良い 14 

 運用オーバーヘッド: フルマ
ネージド・サーバーレスのた

め低い 

運用オーバーヘッド: TiDB 
Cloudにより低減されるが、
概念的複雑性は高い 

ビジネス価値 (ROI) 市場投入までの時間: 新機
能の迅速なリリースに優れる 

リスク削減: 移行リスクとベン
ダーロックインリスクが低い 

 リアルタイム意思決定: 迅速
だが、データの完全性に制約

あり 

リアルタイム意思決定: 正確
かつ完全なデータに基づき

可能 

 

当社の収益性とデリバリーモデル 
 

顧客にとって最適な技術が、当社にとって最も収益性の高いビジネスモデルと一致するとは限りませ

ん。この分析は、どちらの経路が当社の戦略目標である「収益最大化」と「持続的成長」に合致する

かを評価する、本報告書の核心部分です。 

 

ビジネスドライバー GCP経路 TiDB経路 

収益プロファイル プロジェクト規模: 中小規模
の案件が多い傾向 

プロジェクト規模: 大規模な基
幹システム刷新案件が中心 

 実装マージン: 標準化しやす
く、中程度の利益率 

実装マージン: 高い専門性が
求められ、高利益率を期待で

きる 



 継続収益の可能性: 
Looker/Tableauによる分析
支援で構築可能 

継続収益の可能性: 拡張・運
用・活用支援で長期的な関

係を構築 

デリバリーモデル 必要スキル: GCP認定エンジ
ニア、サーバーレス開発者 

必要スキル: 分散DB/MySQL
専門家、HTAPアーキテクト 

 再現性（勝ちパターン）: テン
プレート化しやすく、横展開

が容易 

再現性（勝ちパターン）: 成功
すれば強力な差別化要因と

なる 12 

競争優位性 他のGCPパートナーとの差
別化が課題 

専門性が高く、競合が少ない

ニッチ市場を確立可能 

 

セキュリティとコンプライアンスに関する詳細分析 
 

セキュリティとコンプライアンスは、単なる技術要件ではなく、当社の高付加価値サービスを創出する

絶好の機会です。GCP 15 とTiDB Cloud 16 は共に「責任共有モデル」を採用しています。これは、クラ
ウドプロバイダーが「クラウド自体のセキュリティ」に責任を持つのに対し、顧客は「クラウド内のデー

タとアプリケーションのセキュリティ」に責任を持つという原則です 18。 

多くの顧客はこのモデルを誤解し、プラットフォームがHIPAAやGDPRの認証を取得していれば、自社
のアプリケーションも自動的に準拠すると考えがちです。この認識のギャップこそが、当社のビジネス

チャンスとなります。我々は、顧客が責任を負うべき領域、すなわちIAM（IDとアクセス管理）の適切
な設定、ネットワークセキュリティの構成、暗号化キーの管理、監査ログの監視といった専門的な実

装を支援する「コンプライアンス実現パートナー」としての地位を確立できます。 

●​ GCPでのアプローチ: Googleの堅牢なインフラとコンプライアンス認証 15 を基盤とし、IAM、
Cloud Audit Logs、Assured Workloads 20 などのサービスを顧客の要件に合わせて適切に構
成するサービスを提供します。 

●​ TiDBでのアプローチ: TiDB Cloudが持つセキュリティ認証 16 と、RBAC（ロールベースアクセス
制御）、ネットワークアクセスポリシー、監査ログといったデータベース固有のセキュリティ機能

を、基盤となるクラウドプロバイダーのセキュリティ体制と統合して設計・実装するサービスを提

供します。 

このアプローチにより、「HIPAA対応アーキテクチャ設計サービス」や「GDPR準拠データプラット
フォーム構築サービス」といった、単なる技術実装よりもはるかに高い利益率を持つ、リスク軽減と専

門知識を販売するコンサルティングサービスを展開することが可能になります。 



 

VI. 市場投入戦略：説得力のあるエビデンスベースの物語の
構築 
 

技術分析を、顧客の意思決定を加速させる具体的な営業戦略へと転換します。 

 

ターゲット市場のセグメンテーションと評価フレームワーク 
 

2つの主要な顧客セグメントを定義し、それぞれに最適なアプローチを適用します。 

1.​ 「イノベーター」セグメント: スピードと俊敏性を最優先するスタートアップ、デジタルネイティブ企
業、または大企業の新規事業部門。 
○​ 主要な提案: GCP経路 

2.​ 「モダナイザー」セグメント: 特にMySQLを中心とした大規模な既存インフラを抱え、スケーリン
グとパフォーマンスの問題に直面している既存企業。 
○​ 主要な提案: TiDB経路 

営業チームが初期のヒアリング段階で最適な経路を判断できるよう、シンプルな評価チェックリスト

（例：「大規模なMySQL環境はありますか？」「ベンダーロックインの回避は戦略的な優先事項です
か？」「これは全く新しいアプリケーションですか？」）を開発・導入します。 

 

成功事例を活用した信頼性の構築 
 

具体的な成功事例は、我々の提案に信頼性と具体性を与える最も強力な武器です。 

●​ GCPの物語（小売/需要予測）: カインズの事例を軸に物語を構築します 23。 
○​ 課題: 季節商品の需要予測が不正確で、欠品や過剰在庫が発生。旧システムではデータ

の前処理が遅く、スケールしなかった。 
○​ 解決策: Cloud RunジョブとVertex AIを活用したサーバーレスアーキテクチャを構築し、ス

ケーラブルな需要予測モデルを実装。 
○​ 成果: データ前処理時間を、店舗数に関わらず数時間からわずか50分に短縮。これによ

り、高度な予測機能を全店舗に展開することが可能になった。 
○​ 我々の提案: 「カインズ様がGCPのサーバーレス技術を用いて、単純な在庫補充ルールか

らAI駆動の予測モデルへと進化したように、我々は貴社のデータを未来を予測する資産へ
と変えるお手伝いができます。」 



●​ TiDBの物語（高可用性とコスト効率）: AJU / 名古屋市の事例を軸に物語を構築します 24。 
○​ 課題: 市民向けの重要なウェブサイトの24時間365日の稼働を保証しつつ、コストを効率的

に管理する必要があった。AWS Auroraも候補だったが、常時稼働のコストモデルが変動す
るトラフィックに適していなかった。 

○​ 解決策: MySQL互換性、マルチAZによる高可用性、そして従量課金モデルを評価し、TiDB 
Serverlessを採用。 

○​ 成果: 堅牢な高可用性を実現しつつ、コストを実際のアクセス数に連動させることで、プロビ
ジョニング型のデータベースと比較して大幅なコスト削減を達成。 

○​ 我々の提案: 「常時稼働が必須でありながらトラフィックが予測不能なサービスにおいて、プ
ロビジョニング型データベースはコストを浪費します。我々は、名古屋市の公共サービスを

支えたAJU様の事例のように、TiDBのサーバーレスHTAPアーキテクチャを用いて、エン
タープライズ級の可用性と、実際のビジネス活動に即したコストモデルを両立させます。」さ

らに、Pinterest 25 や​
LINE 26 といったグローバルブランドの採用事例を挙げることで、技術的な信頼性を補強し
ます。 

 

VII. 最終提言：市場リーダーシップと収益最大化のためのハイ
ブリッド戦略 
 

 

二者択一の否定 
 

単一の技術経路のみを選択することは、戦略的な誤りであると結論付けます。GCPのみを選択すれ
ば、巨大な「MySQL近代化」市場を無視することになります。TiDBのみを選択すれば、スピードとエコ
システム統合が最優先される「グリーンフィールド」プロジェクトにおける競争力を失います。 

 

デュアル・パスウェイ（両経路）戦略の指令 
 

当社の正式な市場投入戦略として、デュアル・パスウェイ戦略の採用を強く提言します。我々は自ら

を、特定の技術を押し付けるベンダーではなく、顧客の固有のビジネスコンテキストに対して最適な

アーキテクチャを提言できる、技術に中立な「Data DevOps」の専門家として位置づけます。 



 

戦略的根拠 
 

このアプローチは、我々の対応可能市場（Total Addressable Market, TAM）を最大化します。なぜな
ら、「イノベーター」と「モダナイザー」の両セグメントに対して、説得力のあるソリューションを提供でき

るからです。これにより、単一ベンダーのソリューションを推進する他のシステムインテグレーターと

の明確な差別化が図れます。より広範な顧客課題を解決できる真の専門家として、我々はディール

獲得の確率を高め、その助言的役割に見合った高い利益率を確保することが可能になります。成功

の鍵は、単に2つの選択肢を持つことではなく、顧客を評価するための厳格なプロセスと、両方の技
術スタックで完璧なデリバリーを実現できる深い専門知識を持つことです。 

 

VIII. 行動計画と次のステップ 
 

この戦略的転換を成功裏に実行するため、以下の段階的な行動計画を提案します。 

 

Q1: 基盤整備 
 

●​ 専門チームの組成: GCPサーバーレス・データスタックとTiDBに関する、それぞれ専任の「
Center of Excellence (CoE)」を組織内に設立します。これらのチームは、社内トレーニング、認
定資格取得の推進、およびベストプラクティスの開発を担当します。 

●​ 営業体制の強化: 各経路に対応した標準的な営業資料キット（本報告書に基づく評価フレーム
ワーク、提案書テンプレート、TCO/ROI計算ツールを含む）を開発します。全営業およびプリセー
ルス担当者に対して、この新しい戦略に関する必須トレーニングを実施します。 

 

Q2: パイロットプロジェクトの実行 
 

●​ 顧客の特定: 「イノベーター」および「モダナイザー」のプロファイルに合致する、協力的な既存顧
客を1〜2社ずつプロアクティブに特定します。 

●​ 投資的パイロット: これらの顧客に対し、投資的な価格で「Data DevOps PoC」を提供します。こ
れにより、社内初の成功事例を構築し、我々のデリバリー方法論を洗練させます。 



 

Q3: マーケティングとスケール展開 
 

●​ 事例開発: パイロットプロジェクトの成果を、公式なケーススタディやマーケティング資料へと展
開します。 

●​ マーケティングキャンペーンの開始: 「Data DevOps」をテーマとし、2つのターゲットセグメントに
合わせた個別のメッセージングを持つ、ターゲットを絞ったマーケティングキャンペーンを開始し

ます。 

 

Q4: パフォーマンスレビューと改善 
 

●​ KPIのレビュー: 各経路で生成されたパイプライン、受注率、プロジェクト利益率、顧客満足度と
いった主要業績評価指標をレビューします。 

●​ 戦略の微調整: このデータに基づき、市場投入戦略を微調整します。より収益性の高い経路へ
の投資を増やす、あるいは市場のニーズに応じて第三の経路の必要性を検討するなど、継続

的な改善サイクルを回します。 
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